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第１ 香芝市の学校の適正規模・適正配置の基準について 

 

１ 基準の作成の趣旨と位置付け 

香芝市の望ましい教育環境である、「全ての児童・生徒が安全に安心して、

個別最適な学びと協働的な学びにより、主体的かつ対話的で深い学びができる

『地域とともにある教育環境』」を実現していくために、学校の適正規模・適

正配置についての基準を作成します。 

  作成に当たっては、香芝市の全ての子どもたちが、国の教育方針に基づいて

学ぶことができるという上記の教育環境に鑑み、「公立小学校・中学校の適正

規模・適正配置等に関する手引」や「令和の日本型学校教育」等に示される国

の標準を参考としつつ、香芝市の地域の実情や意向を反映し、「地域とともに

ある教育環境」の実現に資するものとします。 

また、基準については、機械的に適用するものではなく、附帯意見を十分に

考慮し、地域の実情、児童生徒、保護者（就学予定者の保護者を含む。）、学校

関係者及び地域住民等の意向、人口予測並びに隣接する学校の状況等を踏まえ

て、望ましい教育環境の実現のための検討を行うものとします。 

 

２ 望ましい教育環境を整備するための基本的な考え方 

⑴ 各学年においてクラス替えができる複数の学級を確保することが望まし

い。 

⑵ 児童生徒が集団の中で、多様な考え方に触れ、認め合い、協力し合い、切

磋琢磨することを通じて思考力や表現力、判断力、問題解決能力などを育

み、社会性や規範意識を身に付けさせるためには、一定の学校規模を持つ

ことが望ましい。 

⑶ 経験年数、専門性、男女比等についてバランスのとれた教職員集団を配

置するためには、一定の学校規模を持つことが望ましい。 

⑷ 児童生徒が安全に安心して通学し、学校生活を送ることができる環境を

整備する必要がある。 

 

３ 望ましい教育環境を整備するための基本的な考え方を前提とした基準 

⑴ 望ましい学校規模 

ア 小学校 

小学校では、多様な人間関係を築くためクラス替えを可能とし、また同

学年に複数教員を配置する上で、各学年２学級から３学級まで、全学年で

１２学級から１８学級までとする。 

イ 中学校 
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中学校では、教科担任制であることから、生徒の学習等に影響がない

よう、全教科に十分な教員配置を行う上でも一定数の生徒と教員を確保

する必要があるため、各学年４学級から６学級まで、全学年で１２学級

から１８学級までとする。 

⑵ 望ましい学級規模 

  国の示す人数を基に、下限の人数については、運動会、文化祭、遠足、修

学旅行等の集団活動における協同性及び行事の教育効果を踏まえ、班活動、

グループ分け、協働的な学習等に制約や影響がない人数とする。 

ア 小学校 

１学級当たりの人数は、３５人までとする。 

イ 中学校 

１学級当たりの人数は、３５人までとする。 

 ⑶ 望ましい学校の配置 

  ア 小学校 

    通学距離が、おおむね３km以内となる配置とする。 

  イ 中学校 

    通学距離が、おおむね６km以内となる配置とする。 

 

４ 望ましい教育環境の確保のために検討を開始する条件 

  上記３に示す基準について、人口予測等により将来的に満たさない可能性

のある学校においては、望ましい教育環境を確保するために検討を開始する

ものとし、その条件は、次のとおりとする。 

⑴ 小学校 

   人口予測等から、全学年が単学級となる状況が数年にわたって続くこと

が明らかな場合 

 ⑵ 中学校 

   人口予測等から、全学年が２学級以下となる状況が数年にわたって続く

ことが明らかな場合 
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第２ 香芝市の学校の適正規模・適正配置の基準に関する附帯意見 

 

１ 基準「３ ⑵」の、望ましい学級規模としては、小学校、中学校ともに１

学級当たり３５人までを基準とするが、小学校低学年、特に１年生はより少

人数が望ましいと考えるため、空き教室の状況や教員の確保等を踏まえた上

で、望ましい学級規模について検討されたい。 

 

２ 基準「４」の、望ましい教育環境を確保するために検討を開始する際に

は、学校の再編の検討に先んじて、通学区域の再編や部分的な選択制等につ

いて検討を進められたい。 

 

３ 前記２の検討に当たっては、香芝市及び香芝市教育委員会での検討に併せ

て、地域の実情や意向を十分に反映することのできる会議体による検討を実

施し、慎重に進められたい。 

 

４ 学校施設、設備については、児童生徒や教職員が生活の多くの時間を過ご

すことや、地域の防災等の拠点としての役割も担うものであることから、市

の全ての地域で偏りなく整備していくことが望ましい。学校施設、設備の整

備と併せて、地域資源として有効に活用する方法を検討されたい。 

 

５ 香芝市の望ましい教育環境を実現していくためには、家庭と地域と学校の

協働によって、地域全体で子どもたちを育てる環境づくりを進めることが重

要であり、一方通行ではなく「ともにある」関係であることを念頭に進めら

れたい。 
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第３ 学校の各施設の整備及び充実について 

 

 香芝市学校施設等長寿命化計画（個別施設計画）の見直しを進める際には、

各施設の現状の整備状況及び本答申における香芝市の望ましい教育環境に鑑

み、適宜修正を加えるとともに、市民等に対し適切に情報を共有されたい。 
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第４ 委員名簿 

 

氏  名 選 出 区 分 辞 令 

赤 松 喜 久 識見を有する者 委 嘱 

奥 田 俊 詞 識見を有する者 委 嘱 

岡 本 康 宏 ＰＴＡの代表者 委 嘱 

西 山 麻 加 ＰＴＡの代表者 委 嘱 

甲 斐 崇 幸 ＰＴＡの代表者 委 嘱 

船 木 克 容 地域住民の代表者 委 嘱 

中 西 茂 雄 地域住民の代表者 委 嘱 

𠮷 村 貞 廣 地域住民の代表者 委 嘱 

髙 垣 元 一 地域住民の代表者 委 嘱 

山 口 奈々子 地域住民の代表者 委 嘱 

松 本 百 穂 地域住民の代表者 委 嘱 

増 田 一 成 教 育 関 係 職 員 任 命 

浅 井 信 成 教 育 関 係 職 員 任 命 

◎会長  〇副会長 

 

 

 

 

  

◎ 

〇 
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第５ 検討の経過 

 

会 議 等 年 月 日 

 

第１回香芝市望ましい学校環境検討委員会 
 
 〇委嘱式 

 〇会長、副会長の選任 

〇諮問 

〇学校施設等の現状について 

〇今後の進め方について 
 

令和６年 ７月２６日 

 

第２回香芝市望ましい学校環境検討委員会 
 
〇香芝市の望ましい教育環境について 
 

令和６年１０月３０日 

 

第３回香芝市望ましい学校環境検討委員会 
 
〇香芝市の望ましい教育環境について 

〇香芝市の適正規模・適正配置の基準に 

ついて 

 〇市民の意向の反映方法について 
 

令和７年 １月２９日 

 

第４回香芝市望ましい学校環境検討委員会 
 
 〇香芝市の望ましい教育環境について 

（修正案） 

 〇香芝市の適正規模・適正配置の基準に 

ついて 

 〇市民の意向の反映方法について 
 

令和７年 ３月２７日 

 

第５回香芝市望ましい学校環境検討委員会 
 
 〇香芝市の望ましい教育環境について 

（報告） 

 〇香芝市の学校の適正規模の基準について 

 〇市民の意向の反映方法について 
 

令和７年 ５月２３日 
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会 議 等 年 月 日 

 

第６回香芝市望ましい学校環境検討委員会 
 
 〇香芝市の学校の適正規模・適正配置の 

基準について 
 

令和７年 ８月２７日 

 

第７回香芝市望ましい学校環境検討委員会 
 
 〇香芝市の学校の適正規模・適正配置の 

基準について 

  〇香芝市の学校の適正規模・適正配置の

基準に関する附帯意見について 

 〇答申（案）について 
 

令和７年１１月２６日 

答申 令和８年 ３月３１日 

 

 

 

 


